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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 24,455 3.8 425 △68.6 819 △58.6 △468 －

2023年３月期第１四半期 23,566 4.7 1,356 △17.1 1,977 26.8 1,332 △23.5

（注）包括利益 2024年３月期第１四半期 3,620百万円（37.4％） 2023年３月期第１四半期 2,635百万円（21.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 △45.48 －

2023年３月期第１四半期 129.28 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 138,318 64,819 46.9

2023年３月期 138,092 62,539 45.3

（参考）自己資本 2024年３月期第１四半期 64,819百万円 2023年３月期 62,539百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 130.00 130.00

2024年３月期 －

2024年３月期（予想） 0.00 － 130.00 130.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 49,500 2.9 △500 － △100 － △1,500 － △145.50

通期 107,400 6.3 2,200 △39.3 2,600 △39.9 700 △57.4 67.90

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

※連結業績予想の修正については、本日付けで公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期１Ｑ 10,338,884株 2023年３月期 10,338,884株

②  期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 29,793株 2023年３月期 29,678株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 10,309,152株 2023年３月期１Ｑ 10,307,011株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、欧米各国の利上げ政策による成長の減速、

地政学リスクの継続など不透明な状況が続きました。また、為替相場は円安基調で推移し、物価の高騰やエネルギ

ー価格の上昇などがみられました。

当社グループは、第16次中期経営計画（2025年３月期までの３ヶ年計画）の経営方針である「稼ぐ体質づく

り」、「伸長事業拡大の布石」、「温室効果ガス排出量削減分野へのリソース配分」に基づき事業を推し進め、モ

ビリティ分野において二輪EV向けPCU（パワーコントロールユニット）をインドにて量産開始したことや６kW普通

充電器の販売を開始しEV充電器のラインナップ拡充を図りました。このほか、ESG経営の高度化に向けてサステナ

ビリティ推進体制を整備し、基本方針に沿って活動を展開するなど、引続き企業価値の向上と持続可能な社会の実

現に向けた取組みを進めております。

このようななか、当第１四半期連結累計期間の売上高は電装事業が堅調に推移したほか為替相場が円安に進行し

たこともあり24,455百万円（前年同期比3.8％増）となりました。一方、損益面では増収効果があったものの、流

通在庫の調整が続いたことや中華圏における景気減速に伴いパワー半導体需要が大幅に減少したことなどにより、

営業利益は425百万円（前年同期比68.6％減）、経常利益は819百万円（前年同期比58.6％減）、繰延税金資産の取

り崩しや持分法適用関連会社の投資有価証券売却損を計上したことなどにより親会社株主に帰属する四半期純損失

は468百万円（前年同期は1,332百万円の利益）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、当第1四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。前年同期比較につきまして

は、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組替えた数値で比較しております。詳細は、「３．四半期連結財

務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」をご参照ください。

また、セグメント間の取引については相殺消去して記載しております。

（デバイス事業）

デバイス事業の売上高は8,317百万円（前年同期比11.4％減）、営業利益は248百万円（前年同期比85.3％減）

となりました。

半導体不足に伴う先行発注によって積み上がった流通在庫解消の遅れや、中華圏における景気減速などに伴う

家電・産機市場のパワー半導体需要が大幅に減少したことにより、減収となりました。損益面においては価格転

嫁を進めたものの、減収影響や電気料金の上昇などにより減益となりました。

（電装事業）

電装事業の売上高は15,321百万円（前年同期比17.8％増）、営業利益は1,618百万円（前年同期比55.4％増）

となりました。

主力の二輪向け製品はインドネシアやインドにおいて堅調に推移したほか、四輪向け製品の伸長や為替相場が

円安に推移したこともあり増収となりました。損益面においては、増収や円安効果などにより増益となりまし

た。

（エネルギーシステム事業）

エネルギーシステム事業の売上高は778百万円（前年同期比31.7％減）、営業損失は261百万円（前年同期は

191百万円の損失）となりました。

通信市場におけるインフラ投資抑制に伴い整流装置が減少したことなどにより減収となりました。損益面にお

いては減収の影響により損失が拡大しました。

（その他）

その他の売上高は38百万円（前年同期比8.7％増）、営業利益は13百万円（前年同期比4.3％減）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は138,318百万円（前期末比225百万円増）となりました。これは、主に棚

卸資産の増加によるものであります。

また、負債は73,499百万円（前期末比2,054百万円減）となりました。これは、主に長期借入金の減少によるも

のであります。

純資産は64,819百万円（前期末比2,279百万円増）となり、自己資本比率は46.9％となりました。

以上の結果、１株当たり純資産は6,287円57銭となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2023年５月15日の「2023年３月期　決算短信」で公表しました第２四半期連結累

計期間および通期の連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日付けで公表いたしました「業績

予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準に基づき連結財務

諸表を作成しております。

国際会計基準（IFRS）の適用については、同基準の理解・習得、日本基準とのギャップ分析、導入における影響

度調査等の取組みを実施しており、それらの内容を踏まえつつ、国内外の諸情勢を考慮の上、適用の可能性や時期

等を検討してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,147 27,882

受取手形及び売掛金 19,421 17,078

商品及び製品 11,318 12,195

仕掛品 6,085 6,541

原材料及び貯蔵品 17,465 18,592

その他 6,026 3,067

貸倒引当金 △23 △19

流動資産合計 85,440 85,338

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,287 17,208

機械装置及び運搬具（純額） 9,266 9,208

土地 4,357 4,406

リース資産（純額） 693 706

建設仮勘定 1,820 1,865

その他（純額） 2,126 2,212

有形固定資産合計 35,553 35,607

無形固定資産

ソフトウエア 622 616

リース資産 2 1

その他 59 38

無形固定資産合計 684 656

投資その他の資産

投資有価証券 14,876 15,258

繰延税金資産 659 547

その他 921 952

貸倒引当金 △42 △42

投資その他の資産合計 16,414 16,716

固定資産合計 52,652 52,980

資産合計 138,092 138,318

３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,668 17,720

短期借入金 5,895 5,810

１年内償還予定の社債 1,500 1,400

リース債務 375 452

未払法人税等 239 145

賞与引当金 965 －

資産除去債務 80 80

その他 5,737 6,568

流動負債合計 32,462 32,178

固定負債

社債 2,350 2,100

長期借入金 26,780 25,265

リース債務 629 632

繰延税金負債 2,707 2,629

退職給付に係る負債 8,594 8,678

製品保証引当金 1,180 1,142

資産除去債務 801 814

その他 47 59

固定負債合計 43,091 41,321

負債合計 75,553 73,499

純資産の部

株主資本

資本金 17,823 17,823

資本剰余金 7,733 7,733

利益剰余金 30,563 28,754

自己株式 △109 △109

株主資本合計 56,010 54,201

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,559 4,229

為替換算調整勘定 893 2,209

退職給付に係る調整累計額 3,076 4,178

その他の包括利益累計額合計 6,528 10,617

純資産合計 62,539 64,819

負債純資産合計 138,092 138,318
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 23,566 24,455

売上原価 18,584 20,531

売上総利益 4,982 3,924

販売費及び一般管理費 3,626 3,498

営業利益 1,356 425

営業外収益

受取利息 26 49

受取配当金 208 198

為替差益 429 206

持分法による投資利益 42 36

受取ロイヤリティー 3 4

その他 41 28

営業外収益合計 750 523

営業外費用

支払利息 62 62

その他 66 66

営業外費用合計 129 129

経常利益 1,977 819

特別損失

投資有価証券売却損 － 296

特別損失合計 － 296

税金等調整前四半期純利益 1,977 523

法人税、住民税及び事業税 313 671

法人税等調整額 331 320

法人税等合計 645 992

四半期純利益 1,332 △468

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,332 △468

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △344 1,670

為替換算調整勘定 1,480 1,049

退職給付に係る調整額 21 1,101

持分法適用会社に対する持分相当額 144 267

その他の包括利益合計 1,302 4,089

四半期包括利益 2,635 3,620

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,635 3,620

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

デバイス
事業

電装事業
エネルギー
システム

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 9,382 13,009 1,140 23,531 35 23,566 － 23,566

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,549 － － 1,549 － 1,549 △1,549 －

計 10,932 13,009 1,140 25,081 35 25,116 △1,549 23,566

セグメント利益又は

損失（△）
1,690 1,041 △191 2,539 14 2,554 △1,197 1,356

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソレノイド事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△1,197百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

デバイス
事業

電装事業
エネルギー
システム

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 8,317 15,321 778 24,417 38 24,455 － 24,455

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,746 2 － 1,748 － 1,748 △1,748 －

計 10,063 15,324 778 26,166 38 26,204 △1,748 24,455

セグメント利益又は

損失（△）
248 1,618 △261 1,604 13 1,618 △1,192 425

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソレノイド事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△1,192百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、従来の報告セグメントの区分を変更しております。「エネルギーシステ

ム事業」は量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。この変更

に伴い従来の報告セグメントである「デバイス事業」、「電装事業」から「デバイス事業」、「電装事業」

及び「エネルギーシステム事業」の３つを報告セグメントとしております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを

記載しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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